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地殻構造のモデル化及び推定精度が構造物の動的応答に及ぼす影響に関する基礎検
討

An Effect of Crust Modeling and Uncertainty on Seismic Structural Response
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構造物に作用する地震外力想定の高度化は，地震災害軽減を考える上で重要な役割を果たすと考えられる．本報では，
南関東領域を例に地殻構造のモデル化及び推定精度が構造物の動的応答に及ぼす影響について基礎検討を行った．まず，
大都市圏大災害軽減化特別プロジェクト（田中・他，2006）等を参考に，基盤深度分布と３層からなる堆積層速度分布
をもつ関東平野の地下構造モデルを作成した．これをオリジナルモデルとして使用し，地震動の数値シミュレーション
を行った．なお，地震動の数値シミュレーションには，多重構造非構造格子有限要素法を用いる．本手法は，通常の有
限要素法と同じ精度を持つものの，モデル化及び計算コストを抑えることが出来るため，複雑形状の地表や地殻構造を
簡便にモデル化し，地震動の数値シミュレーションを高効率に行うことが出来る．計算結果と観測地震動の比較を各周
波数成分で行い，構造物の動的応答に及ぼす影響について検討した．次に，オリジナルモデルの地表面を平坦に近似し
たモデル，工学的基盤と理学的基盤の層境をずらしたモデルを構築し，同じ地震の数値シミュレーションを行った．こ
れら計算結果を用いて，地殻構造のモデル化及び推定精度が構造物の動的応答に及ぼす影響について検討した．
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